
（ 作業中の防火管理）  

第 2 9 条 ガス 若し く は電気によ る 溶接作業、 自動車の解体等の溶断作業、 グラ イ ン ダー等によ る

火花を 発する 作業、ト ーチラ ン プ等によ る 加熱作業、アス フ アルト 等の溶解作業又は鋲打作業（ 以

下「 溶接作業等」 と いう 。） は、 引火性又は爆発性の物品の付近においてこ れを し てはなら ない。

（ う ）（ か）（ せ）  

２  自動車の解体作業においては、 溶断作業を 行う 前に燃料等の可燃性物品の除去及び消火用具

の準備を 行い、 かつ、 除去し た燃料等の適切な管理を 行わなければなら ない。（ せ）  

３  溶接作業等を 行う 場合は、 火花の飛散、 接炎等によ る 火災の発生を 防止する ため、 湿砂の散

布、 散水、 不燃材料によ る 遮熱又は可燃性物品の除去及び作業後の点検その他火災予防上必要

な措置を 講じ なければなら ない。（ う ）（ せ）  

４  令別表第１ に掲げる 防火対象物（ 同表⒅項から ⒇項ま でに掲げる も のを 除く 。 以下第 5 2 条及

び第 5 3 条において同じ 。） 及びこ れら の防火対象物の用途に供する ため工事中の建築物その他

の工作物において、可燃性の蒸気若し く はガス を 著し く 発生する 物品を 使用する 作業又は爆発性

若し く は可燃性の粉じ んを 著し く 発生する 作業を 行う 場合は、 換気又は除じ ん、 火気の制限、 消

火用具の準備、 作業後の点検その他火災予防上必要な措置を 講じ なければなら ない。（ う ）（ せ） 

５  作業現場においては、 火災予防上安全な場所に吸殻容器を 設け、 当該場所以外の場所では喫煙

し てはなら ない。（ う ）（ せ）  

６  圧縮アセチレ ン ガス を 使用する 作業現場においては、 外部から 見えやすい箇所に、 圧縮アセチ

レ ン ガス を 使用し ている 旨の標識を 設けなければなら ない。（ う ）（ せ）  

 



条則 

（ 標識等）  

第1 6 条 条例第 1 2 条第１ 項第５ 号( 条例第８ 条の３ 第１ 項及び第３ 項、 第 1 2 条第３ 項、 第 1 2 条

の２ 第２ 項、 第 1 3 条第２ 項及び第３ 項並びに第 1 4 条第２ 項及び第４ 項において準用する 場合

を 含む。 ) 、 第 1 8 条第３ 号、 第 2 4 条第２ 項、 第４ 項及び第５ 項ただし 書、 第 2 9 条第６ 項並び

に第 5 1 条第４ 号並びに第９ 条第５ 号に規定する 標識及び表示板は、 別表第４ の各項に掲げる 区

分に応じ 、 それぞれ当該各項の右欄に定める 大き さ 及び色によ る も のと する 。（ つ）（ と ）（ ぬ）  

２   （ 略）  

３   （ 略）  

 

別表第４ （ 第 1 6 条関係） (抜粋)  

標 識 及 び 表 示 板 

大き さ 及び色 

大き さ  色 

幅（ ｾﾝﾁﾒ ﾄーﾙ）  長さ（ ｾﾝﾁﾒ ﾄーﾙ） 地 文字又は表示 

     

圧縮ア セ チレ ン ガ ス を 使用し

ている 旨を 表示し た標識 
直径３ ０ 以上 白 赤・ 黒 

    

 

 

 

【 解説】  

 本条は、 火災の発生のおそれがある 作業等について、 火災予防上の措置を 規定し たも のである 。  

 

１  第１ 項の規制対象は、 火災が伸長する か、 又は火花が飛散する 作業であっ て、 家庭で行う 一時的

な作業等は、 こ れに該当し ない。  

こ れら の典型的なも のと し ては、作業所において行う 一定の事業目的に従っ て反復継続さ れる 一

連の作業がある が、他の一時的な作業であ っ ても 、アス フ ァ ルト の溶解又は百貨店その他の事業所

における 改装等に伴う こ れら の作業等も 含ま れる 。  

⑴ ｢火花を 発する 作業｣には、 グラ イ ン ダー等によ る 作業のほか、 たがね、 ド リ ル等によ る はつり

作業が該当する 。  

⑵ 「 加熱作業」 には、 ト ーチラ ン プによ る も ののほか、 バーナーによ る も の等がある 。  

⑶ 「 引火性又は爆発性の物品」 については、 第 2 7 条の解説を 参考と する こ と 。  

 

２  第２ 項の「 燃料等の可燃性物品」 と は、 ガソ リ ン 等の引火性物品のほか、 シート 等溶断作業にお



いて着火し やすい物品を いう も のである 。 ま た、「 燃料等の適切な管理」 と は、 抜き 取っ た燃料を

鋼製の容器に入れ、 所定の場所で保管する こ と 等のほか、 その量によ っ ては、 少量危険物の貯蔵及

び取扱いの基準によ る など 、それぞれの物質・ 物品の性質及び量に応じ た適切な管理を 行う べき こ

と を いう も のである 。  

  なお、 燃料タ ン ク の取外し 、 燃料の抜き 取り 等を 行う 際には、 火気管理には特に注意する こ と 。 

 

３  第３ 項の｢可燃性の物品｣と は、引火性又は爆発性の物品及びその他全ての移動可能な可燃性のも

のを いう 。 ま た、 ｢火災予防上必要な措置｣と は、 次のよ う な措置を いう 。  

 ⑴ 作業の開始前に周囲の安全を 確認し 、 必要に応じ 清掃等を 実施する 。  

 ⑵ 監視人を 置く 。  

 ⑶ 消火の準備を する 。  

 ⑷ 作業中は、 関係者以外の者の出入り を 禁止する 。  

なお、 溶接作業等を 行なう 場合には、 火花の飛散等によ る 火災の発生の防止を 図る ため、 令第４

条の３ 第４ 項に定める 防炎性能を 有する 工事用シート を 用いる こ と が有効である 。  

 

４  第４ 項は、工事中の建築物等で、可燃性の蒸気若し く はガス 又は爆発性若し く は可燃性の粉じ ん

を 著し く 発生する 作業を 行う 場合の規制である 。  

 ⑴ 「 可燃性の蒸気若し く はガス 」 と は、 都市ガス 、 液化石油ガス 、 水素ガス 等のガス 及びガソ リ

ン 等から 発生し た蒸気であっ て、その滞留濃度が燃焼範囲の下限界の 3 0 パーセン ト 以上である

も のを いう 。  

⑵ ｢可燃性の粉じ ん｣と は、 木粉、 皮革粉、 小麦粉、 でん粉、 砂糖、 樹脂粉、 石鹸、 ナフ タ リ ン、

コ ルク 、 石炭、 鉄粉、 たばこ 、 紙、 綿、 ゴ ム 等の可燃性粉じ んを いう 。  

 ⑶ ｢除じ ん｣と は、 次のよ う な措置を いう 。  

 ア  強制除じ ん装置その他の除じ ん方法によ り 爆発( 燃焼) のおそれがないよ う に有効に除じ ん

する こ と 。  

 イ  発生する 場所を 密閉し 、 集じ ん器を 設け有効に除じ んする こ と 。  

 ⑷ ｢火災予防上必要な措置｣と は、 次のよ う な措置を いう 。  

 ア 作業の開始前に周囲の安全を 確認し 、 必要な措置を 行う 。  

 イ  点火源と なる 可燃性のある 原因を 排除する 。  

 ウ  監視人を 置く 。  

 エ 作業中は関係者以外の出入り を 禁止する 。  

 

５  第５ 項の「 作業現場」 と は、 本条第１ 項に掲げた溶接作業等を 行う 作業現場だけでなく 、 あら ゆ

る 作業現場を いう 。ただし 、道路の掘削工事等で作業そのも のの内容が火災の発生と 関係がなく 周

囲にも 可燃物のない作業を 除く 。 ま た、 ｢火災予防上安全な場所｣と は次の場所を いう 。  

⑴ 周囲に可燃物がない場所である こ と 。  

 ⑵ 適当な広さ を 有する こ と 。  



 ⑶ 付近で危険作業が行われていないこ と 。  

  なお、こ れら の場所には、消火の準備及び喫煙場所である 旨の標識の掲出等の措置を し ておく

こ と 。  

 

６  第６ 項は、圧縮アセチレ ン ガス を 使用する 作業現場には、当該ガス を 使用し ている 旨の標識を 設

けなければなら ない規定である 。 使用する 場合のみなら ず、 貯蔵取扱いを する と き も 、 標識を 設け

る 必要がある 。 標識の様式は図 2 9 －１ のと おり であ り 、 こ れを １ 階及び作業階に掲出する こ と 。 

 

図 2 9 －１  
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